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J/-b
液体金属の電気抵抗 pに対するZ,iman の式に:･pseudo-potentialを用い
て計算 した Pの温度係数は実測値 よ7).かなり小さくなることがほ ゞ確実といわ
れ, Born 近似の妥 当性に巌問が投げかけられた1C)･ zirhan の式如 eutra1
2) の概念に基礎を置し十ていると考え られるので･こ.の点に着 目し,pseudoatom
もしイオン密度にゆちぎが起ればn~eu-trZllpseudoatom は破れ,個々のイオン
のポテンシャルも変化すると考えた占これを考嘩す る為 イーオン密度のゆちぎを
イオン電荷のゆちぎ uTiT2-Po･k'TPT ･(Z.:イオンの疲子価･Po:イオ ンの




したoこれか らゆちぎに よる電気抵抗 pfI､とその温度係数αflを概算すると,
圧縮率の大 きい金属例えばNa ではPfl･_αfl共に実測値と同程度の大 きさに
なり,一方圧縮率の小さい金属例えは In..S長の様な多価 金属ではこれ らの値
はかなり'lざ武 ｢従 ってNa の様143:金属にはイオン密度,あるいはイオン分布.
のゆちぎを■より厳密に考 慮しなければならないと考えられる｡
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液体･Na技術と基顔研究の問
日本原子力研究卿 a研究室 古 川 和 男
基礎科学と技術の間を媒介 し,'強力な∵発展を うながすのは社会からの要請で
あるのは言 うまでもあり空走ん●O液体Nd､技術をめ ぐらて起 りつつある現象も
そのよい例で,エネルギー需要か ら増殖動力炉の必要鹿は決定的と考えられ,
その為Na 冷却技術の確立が急務とされています｡
物性論の儀域において,技術開発 と相関性を指摘するのは極めて容易と考え
ますが,.さらに液体研究においてはその方法論漣 の特徴として鷹に研究の多面
/
性と綜合性が強く要求されま.すO具佐勧な物質の披榛構造論および渚物性の研
究が別箇で行ないえない,基本的性格-が酪いと考えますが,これは新しい研究
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